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梵珠だより

サラシナショウマ青森県立自然ふれあいセンター機関誌

□ 行事レポート □
●梵珠作品展

10月3日（火）～29日（日）
●梵珠の森・秋のふれあいデー

10月7日（土）・8日（日）

●紅葉の白神山地トレッキング
（世界遺産登録30周年記念） 10月22日（日）

●自然まるごと発表会・特別講演会
11月5日（日）

●クラフト教室（クリスマススワッグ作り）
　12月３日（日）

●野鳥観察会
　 （尾駮沼・鷹架沼・小川原湖） 12月10日（日）



第 126号（2）令和 5年 12月 31日 梵珠だより

花が終わったフタリシズカ
右の個体は花穂が４本ある（2022年6月23日）

フタリシズカの花（2022年6月23日）

● フタリシズカ 齋藤 信夫（青森自然誌研究会）

　フタリシズカという名前を聞くと、私などはすぐ
さま「二人静」という漢字を思い浮かべてしまう。
まして、同じ仲間のヒトリシズカという植物を「一
人静」と漢字変換してしまった経験のある人であ
ればなおさらだろう。一人は孤独で、二人になれば
少しは気分が紛れるような印象を持つが、どちら
の植物も桜やナデシコのような一般的な花とは
違った姿かたちをしていることから、たとえ名前が
すぐに覚えられなくても、初見でそれらの植物の

「静かな雰囲気」をつかむ人が多いような気もする。
　フタリシズカの生育場所を、梵珠山山頂への観
察路であるサワグルミの道及びマンガンの道でお
さらいすると、サワグルミの道で多く観察できる
ものの、マンガンの道ではお目にかかれないよう
な気もする。これなどは、双方の道が通っている
地形の違いが一因である可能性が考えられる。サ
ワグルミの道は斜面を横切る割合が多いのに対し、
マンガンの道は尾根やそれに類した割合が多い。
そう考えると、自然とフタリシズカが好む環境が
どのような場所か思い浮かぶというものだ。要す
るに、フタリシズカの生育場所は、やや湿り気の
ある林の下で、土壌はそれほど固くなく、時には
移動したりするような斜面ではないかと想像され
るのである。サワグルミの道沿いでフタリシズカ
をよく見かける場所は、六角堂休憩所周辺や、岩
木山展望所から寺屋敷南広場へかけての間だ。
　ヒトリシズカに比べフタリシズカの花の時期は
1 カ月ほど遅い。互いに白く小さな花を集めた穂
を作る。この穂のことを花穂というが、その穂の
数がフタリシズカでは 2 本が基本のようだ。そこ
から「二人」という表現が来ているものと思うが、
そのじつ、フタリシズカの花穂は２本だけではな
く、複数本となることも多い。私が梵珠山で確認し
た最も多い花穂数は５本だった。もっと多くの花
穂を見ている方もおられるだろう。そんなことで

フタリシズカを見るたびに、花穂は何本かを気に
するようになってしまっている。花期は個体によ
りかなり差がある。そういえば、駆け出しのころ、
花穂が見られない時期になればフタリシズカなの
かヒトリシズカなのかを迷うこともあったが、フタ
リシズカでは対生の葉が上下にズレている様子を
見るにつけ、そこを判断基準にするようになった。
　フタリシズカのそれぞれの小花は、手のひらを
内側に包み込んで水をすくい上げるときの手の形
状に似た、長さ 3mm ほどの小さな粒だが、花を直
接手に取って分解したことはなかった。フタリシ
ズカの花には分解を拒否しようとする雰囲気があ
る。2022 年もフタリシズカに会った。しかし、1
本の花穂の花数や、そのうちの何割が果実まで生
長するのかという極めて単純なことさえも知らず
に冬を迎えてしまった。
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コウライテンナンショウの実（2015 年10 月 28 日） マムシグサ＝ヒロハテンナンショウ（2012 年 6 月 7 日）

●マムシグサの性転換 長尾 キヨ（津軽植物の会）

　植物の性転換というと、ごく特殊な現象の
ように思えるが私たちの身近な植物でも普通
に起こることとのことである。
　マムシグサ（蝮草）。テンナンショウ（天南
星）ともいう。サトイモ科テンナンショウ属の
多年草である。春の新芽は毒蛇のマムシそっ
くりのまだら模様にびっくりする。
　サトイモ科のなかで、テンナンショウ属だ
けに知られる性質に性転換がある。この属の
植物の花が年によって雄花になったり雌花に
なったりすることは、19 世紀の終わりから 20
世紀の初めにかけて、米国と日本で相次いで
報告された。その後1920年代にテンナンショ
ウ属植物の性は、球茎（いも）のサイズによって
決まるということが圃場での栽培実験の結果
詳細に示された。
　マムシグサの性は株が成長するにつれて変
わる。地下にある芋は年々成長して、株は大
きく育っていく。ごく若いうちは葉を一枚だ
け出して花をつけないが、ある程度育つと花

をつけるようになる。最初につけるのは雄花。
若いマムシグサは花粉だけをつくり、もっぱ
ら雄としてふるまう。しかし十分に大きく育
つと、雌花を咲かせて実を結ぶようになる。
つまり雄から雌へと「性転換」したのである。
　外から見ただけで雄か雌かわかる。花の外
側を包むのは葉が変形した仏炎苞である。仏
炎苞の基部に小さな穴があるのは雄である。
　秋、雌株にはトウモロコシ状の穂になった
実が真っ赤に熟す。赤い実は小鳥たちによっ
て食べられ、種子は彼らの消化管を通して遠
方に運ばれる。赤い果肉には、蓚酸カルシウ
ムが含まれる有毒植物なのである。
　日本に自生するのはおよそ 30 種。県内では
ヒロハテンナンショウ、ヒトツバテンナンショ
ウ、コウライテンナンショウ、ウラシマソウな
ど 4 種。梵珠のマムシグサ＝コウライテンナ
ンショウが多い。
　みなさん、マムシグサは気味が悪いですか。
不思議な美しさに心ひかれますか。
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● 梵珠の野鳥 針生 倖吉（日本野鳥の会青森県支部顧問）

『キセキレイ』【黄鶺鴒】
　キセキレイ科、全長 20 cm、留鳥または漂鳥
で、九州以北に分布する。北海道では夏鳥、南
西諸島では冬鳥。（世界：セキレイ科として 64
種、日本：タヒバリ類除き 6 種）主に旧北区
やアフリカに分布。九州以北で繁殖し、平地か
ら標高 2400m以上の高地にまで生息してい
る。渓流、河川、湖沼などの周辺に棲み、尾羽
をしきりに上下に振る。翼は黒褐色で三列風
切羽根は次列風切羽根より長く、その外縁は
白い。胸腹部は黄色い。また腰と上尾筒も黄
色い。古代ではイザナギ、イザナミに腰を振っ
て性交を指南する「嫁ぎ教え鳥」。
　この鳥はスマートでファンも多いがここ数
年、数が減ってしまった。梵珠ではセンター建
物のトイレの窓の縁、鉄骨の L 型部、車庫の
風取り穴の縁等に、小枝等で雑な見本のよう
な巣を作って毎年繁殖して観察者を楽しませ
てくれている。センターの屋根にとまって飛び
たって空中で昆虫をとっている。大きな波状を
描いて飛びながら鳴く「チチン、チチン」はハ
クセキレイより強く、高い声。
　この鳥は一直線に飛翔する習性が強くある
そうです。渓流沿いの林道で出会うと、車輌
の進行方向の前方を一直線に飛翔し続ける。
右か左に曲がれば良いのに、前へ前へと飛翔
して１km 程も車輌の先導をしてくれたキセキ
レイも一度や二度ではない。

『アオゲラ』【緑啄木鳥】
　キツツキ科、全長 29cm、日本固有種。
　嘴で物をつついて食べることを「啄む」と

いう。木をつついて餌を探して食べるので「啄
木鳥」。
　本州～屋久島の低地～低山の林で留鳥。木
の幹で昆虫をとるほかに、地上でアリをとった
り、細い枝やツルにとまって木の実を食べたり
することも多い。顔から首は灰色、体の下面は
淡緑灰色で腹部には黒色黄斑がある。体の上
面は黄緑色で腰は黄色味が強い。初列風切は
黒褐色で白い黄斑がある。オスでは額から後
頭にかけて顎線が赤く、メスでは後頭と顎線
が赤い。「キョッ、キョッ」と鳴く。飛びなが
ら「ケレケレケレ」と鋭く鳴くことがあり、繁
殖期には「ピョーピョーピョー」と口笛のよう
な声も出す。
　梵珠では生態系ピラミッドの頂点はクマタ
カでありますが、アオゲラはクマタカの下に位
置する。マンガンコースの最初の尾根道あたり
で姿や声を聞くことが多い。アオゲラは人々が
嫌がるカメムシを食べてくれます。このため板
張りの外壁の隙間に入り込んで越冬している
カメムシを食すために、板壁に鋭い嘴で穴をあ
ける工事をしてくれます。センターのキャンプ
場近くのトイレには、たくさんの工事の跡が見
られましたが、数年前に外壁をサイディング化
工事がなされてからはセンター本体に移行し
ているようです。
　春先にアオゲラのドラミング音が遠くから
聞こえてくると春が訪れて来たー！の実感を
強く感じます。
　類似種にヤマガラが北海道に生息しますが、
ヤマガラの腹部には黄斑がありません。また分
布域が異なるので間違えることはありません。
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